
年分）

納税義務者 住所

氏名

電話

私は、市民税・県民税（住民税）において、所得税とは異なる課税方式を選択します。
なお、下記以外の所得については、別添の所得税の確定申告書のとおりとします。

１．上場株式の譲渡所得（源泉徴収ありの特定口座）（いずれかにレ点をつけてください）

２．上場株式等の配当所得（いずれかにレ点をつけてください）

３．繰越控除

４．住民税に関する事項

申告しない（申告不要を選択）

分離課税で申告します

⇒申告分離用（第三表）72番を記載

令和

上場株式等の譲渡・配当等の選択課税申告書

日令和 年 月

大野城市

申告しない（申告不要を選択）

総合課税で申告します ⇒

申告する
譲渡所得金額

申告する配当所得金額
(総合課税分）

⇒ 円

翌年以降に繰り越される損失の金額 円

⇒確定申告書（第一表）５番を記載

⇒申告分離用（第三表）73番を記載

年度（

円

配当割額控除

株式等譲渡所得割額控除

円

本年から差引く繰越損失額 円

円

分離課税で申告します ⇒ 円
申告する配当所得金額
(分離課税分）

　　 　（写し）を添付してください。

⇒確定申告書 第二表　「住民税に関する事項」の額を記載

⇒申告分離用（第三表）94番を記載

⇒申告分離用（第三表）95番を記載　※申告不要を選択する場合は94番・95番を足した金額を記載

株式等

配当等 本年から差引く繰越損失額 円

⇒申告分離用（第三表）96番を記載

※　記載誤りなどがあり、上場株式等の所得と判断がつかない場合は、確定申告書の内容で
　住民税を課税することがあります。

※　申告不要制度を選択した場合、配当割、譲渡割、配当控除の適用はありません。

※　本書を提出する際は、必ず確定申告書の控え（写し）と特定口座の年間取引報告書


